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平成２６年第３回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２６年９月１９日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２５年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２５年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳

出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２５年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２５年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第６ 認定第６号 平成２５年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第７ 認定第７号 平成２５年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第８ 認定第８号 平成２５年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第９ 認定第９号 平成２５年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第10 議案第49号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）

第11 議案第50号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第３号）

第12 議案第51号 平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第１号）

第13 議案第52号 平成２６年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）

第14 議案第53号 平成２６年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第54号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第55号 平成２６年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

─────────────────

日程第１０から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第56号 三沢市福祉事務所設置

条例の一部を改正する条例の制

定について

第18 議案第57号 三沢市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の
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運営に関する基準を定める条例

の制定について

第19 議案第58号 三沢市放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の制定につ

いて

第20 議案第59号 三沢市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について

第21 議案第60号 三沢市ひとり親家庭等

医療費給付条例及び三沢市重度

心身障害者医療費助成条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第22 議案第61号 三沢市中小企業振興条

例検討委員会条例の制定につい

て

第23 議案第62号 三沢市漁民研修セン

ター条例の一部を改正する条例

の制定について

第24 議案第63号 三沢市漁民厚生施設条

例の一部を改正する条例の制定

について

第25 議案第64号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第26 議案第65号 屋内ゲートボール場改

修事業建築工事請負契約の締結

について

第27 議案第66号 財産の取得について

第28 議案第67号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（野辺地町）

第29 議案第68号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（七戸町）

第30 議案第69号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（六戸町）

第31 議案第70号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（横浜町）

第32 議案第71号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（東北町）

第33 議案第72号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（六ヶ所村）

─────────────────

日程第１７から日程第３３までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第34 議員提出議案第９号 沖縄の基地負

担軽減を図るための決議の提出

について

─────────────────

日程第３４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第35 議員提出議案第10号 三沢市議会会

議規則の一部を改正する規則の

制定について

─────────────────

日程第３５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第36 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第37 三沢駅周辺地域等活性化対策特別委

員会中間報告

第38 総務文教常任委員会所管事務調査報
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告

第39 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

第40 民生常任委員会所管事務調査報告

第41 議員の派遣について

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２５年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２５年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳

出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２５年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２５年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第６ 認定第６号 平成２５年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第７ 認定第７号 平成２５年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第８ 認定第８号 平成２５年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第９ 認定第９号 平成２５年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第10 議案第49号 平成２６年度三沢市一

般会計補正予算（第２号）

第11 議案第50号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第３号）

第12 議案第51号 平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第１号）

第13 議案第52号 平成２６年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）

第14 議案第53号 平成２６年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第54号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第55号 平成２６年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

─────────────────

日程第１０から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第56号 三沢市福祉事務所設置

条例の一部を改正する条例の制

定について

第18 議案第57号 三沢市特定教育・保育

施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例

の制定について

第19 議案第58号 三沢市放課後児童健全

育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の制定につ

いて

第20 議案第59号 三沢市家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について

第21 議案第60号 三沢市ひとり親家庭等
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医療費給付条例及び三沢市重度

心身障害者医療費助成条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第22 議案第61号 三沢市中小企業振興条

例検討委員会条例の制定につい

て

第23 議案第62号 三沢市漁民研修セン

ター条例の一部を改正する条例

の制定について

第24 議案第63号 三沢市漁民厚生施設条

例の一部を改正する条例の制定

について

第25 議案第64号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第26 議案第65号 屋内ゲートボール場改

修事業建築工事請負契約の締結

について

第27 議案第66号 財産の取得について

第28 議案第67号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（野辺地町）

第29 議案第68号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（七戸町）

第30 議案第69号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（六戸町）

第31 議案第70号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（横浜町）

第32 議案第71号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（東北町）

第33 議案第72号 定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定

の締結について（六ヶ所村）

─────────────────

日程第１７から日程第３３までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第34 議員提出議案第９号 沖縄の基地負

担軽減を図るための決議の提出

について

─────────────────

日程第３４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第35 議員提出議案第10号 三沢市議会会

議規則の一部を改正する規則の

制定について

─────────────────

日程第３５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第36 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第37 三沢駅周辺地域等活性化対策特別委

員会中間報告

第38 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

第39 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

第40 民生常任委員会所管事務調査報告

第41 議員の派遣について

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 小比類巻 雅 彦 君

副議長 ９番 野 坂 篤 司 君

２番 髙 橋 武 志 君
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３番 加 澤 明 君

４番 奥 本 菜保巳 君

５番 瀬 崎 雅 弘 君

６番 澤 口 正 義 君

７番 鈴 木 重 正 君

８番 太 田 博 之 君

１０番 春 日 洋 子 君

１１番 西 村 盛 男 君

１２番 堀 光 雄 君

１３番 小比類巻 正 規 君

１４番 舩 見 亮 悦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 彌 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 米 田 光一郎 君

政策財政部長 中 西 敬 悦 君

総 務 部 長 佐々木 卓 也 君

民 生 部 長 宮 古 直 志 君

健康福祉部長 小 泉 富 男 君

経 済 部 長 大 澤 裕 彦 君

建 設 部 長 沼 山 明 君

上下水道部長 今 村 哲 也 君

政策財政部参事
山 本 剛 志 君

兼政策調整課長

政策財政部参事
平 出 修 一 君

兼基地渉外課長

総 務 部 参 事
高 田 弘 明 君

兼 管 財 課 長

財 政 課 長 伊 藤 徹 也 君

総 務 課 長 佐々木 亮 君

秘 書 課 長 田 島 一 雄 君

国保年金課長 小 泉 厚 子 君

家庭福祉課長 村 井 拓 司 君

土 木 課 長 浪 岡 博 司 君

水道事業課長 内 野 主 悦 君

会 計 管 理 者
馬 場 一 君

兼 会 計 課 長

三沢病院事務局長 小比類巻 雄 一 君

消 防 長 西 順 一 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 中 村 健 一 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 繫 範 雄 君

次 長 伊 澤 徹 君

庶 務 係 長 中 村 容 三 君

主 査 山 本 聡 君

主 事 一 戸 剛 君
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午前１０時１０分 開議

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。

出席議員は、定足数に達しておりますの

で、会議は成立いたします。

それでは、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 認定第１号から

日程第９ 認定第９号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 認定

第１号から日程第９ 認定第９号までの計９

件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 認定第１号平成２

５年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、その中身に対し、一部反対の立場で討

論いたします。

平成２５年度は、第２次安倍内閣の経済政

策であるアベノミクスにより、デフレ経済か

らの脱却、物価上昇率２％を目指し、大胆な

金融緩和が実施され、これにより急激な円安

と株高が進みました。一部の輸出大企業と株

主である富裕層などがますます富み、大企業

の内部留保は２８０兆円にまで及びました。

ちまたでは、景気がよくなったと報道され

ていましたが、地方では余り実感がなかった

ように思います。雇用も有効求人倍率が上が

り、上向きになっているとのことでしたが、

その中身を見ても、低賃金は変わらず、非正

規雇用がふえ続けていました。ブラック企業

も社会問題となりました。

生活面では、物価が上がり、電気料金や灯

油が高どまりし、家計を圧迫。労働者の実質

賃金が下がり続けていました。

三沢市でも景気がいいという話はなかなか

聞こえてきませんでした。市内の個人事業者

の方からも、さっぱり仕事が入らない、そう

いう声が多いよ、何とかしてほしいよとの声

がありました。

私は、平成２５年度の予算に対し、福祉や

教育に予算をかけるべきとの観点から反対し

ました。

バス通学の高校生への交通費の補助や若者

への住宅費補助、高齢者や障害者、ひとり親

世帯の低所得者への福祉灯油、長寿祝い金、

国民健康保険法の４４条にある低所得者への

窓口負担の軽減など、生活支援に対し、もっ

と手当てすべきであると提案してきました。

そして、その生活支援や子育て支援、教育

に関する予算を、地元の事業者を使って事業

を行い、地域経済活性化につなげるべきだと

思います。

例えば、長寿祝い金は地元で使える商品券

にする、福祉灯油は地元の燃料店で使えるチ

ケットにする。お米を支給するわんぱく米

も、ひとり親世帯など支援が必要なところに

拡充し、地元のお米で農家の収入アップにつ

なげることができます。

新築・リフォーム助成事業では、市内建築

関係の事業者と、その利用者に大変喜ばれ、

経済波及効果は抜群だと伺っています。新

築・リフォーム助成事業には５,０００万円

の予算を使っています。しかし、生活支援と

なると、財源がないと言います。それでも本

年度の決算も黒字になっています。

今後の公共施設の建設費や維持管理費のた

めに、市民サービスを切り詰めて基金をため

込まなければならないというのであれば、公

共施設マネジメントを早急に進め、身の丈に

合わない公共施設の維持管理費を見直してい

くべきだと思います。
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何より市民生活の安定を考えるべきだと思

います。地元の地域経済活性化を進めなが

ら、安心して子供を産み育て、医療や介護を

受けられるように、教育や福祉に重点を置く

べきです。

しかしながら、今回の決算の中身におい

て、その施策が不十分であったと思います。

よって、以上の観点から、平成２５年度一

般会計決算に対し、一部反対を表明いたしま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、２番髙橋

武志議員。

○２番（髙橋武志君） 私は、認定第１号平

成２５年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定

について、賛成の立場で討論いたします。

平成２５年度は、景気回復基調にありなが

らも、依然として厳しい財政状況のもと、限

られた財源を最大限に活用し、「人とまち

みんなで創る 国際文化都市」実現のため

に、経費の節減、合理化を図りつつ、各種施

策が最小限の経費で最大の行政効果が上がる

よう、財政運営の健全化に努められることが

大変重要なことであることは言うまでもあり

ません。

このことを踏まえて、平成２５年度の決算

状況を見ますと、歳入決算額２１１億８,８

４４万２,２６４円に対し、歳出決算額２０

６億２,０４５万７,５９３円となり、差し引

き５億６,７９８万４,６７１円の黒字決算と

なっております。これは、収支均衡を念頭に

置いた予算編成、さらに、三沢市総合振興計

画の進捗管理や検証結果に基づき、効率かつ

効果的な成果志向による行財政改革の徹底を

図った財政運営努力の結果と言えます。

このような中、平成２５年度の事業執行状

況を見ますと、前年度に引き続き、災害復旧

事業及び各種復興事業を優先とするととも

に、市民ニーズに十分配慮した上で、将来を

見据えた都市基盤整備や、市民によるまちづ

くり活動を推進するための協働のまちづくり

市民提案事業費補助金、さらには、地域経済

の低迷による子育て世帯への支給策として、

地産地消でわんぱく家族米支給事業など、三

沢市独自の施策が実施されており、非常にバ

ランスのとれた予算執行がなされており、行

財政改革の影響によるサービスの低下は決し

て招いていないものと判断いたします。

以上のことから、私は、今回の平成２５年

度三沢市一般会計歳入歳出決算について、市

政発展のために必要不可欠な事業に適切な予

算執行がなされた結果であり、この決算認定

について賛成するものであります。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。

これより、採決します。

認定第１号を除く、認定第２号から認定第

９号までの８議案は、委員長報告のとおり決

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、認定第２号平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定。認定第３号平成２５年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定。認定第４号平成２５年度三沢

市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定。認定第５号平成２５年度

三沢市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定。認定第６号平成２５年度三

沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定。認定第７号平成２５年度三沢市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定。認定第８号平成２５年度三沢

市水道事業会計決算認定について、認定。認

定第９号平成２５年度三沢市立三沢病院事業

会計決算認定について、認定とそれぞれ決し

ました。

次に、認定第１号の採決をします。

本案に対する委員長報告は、認定です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。
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よって、認定第１号平成２５年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定については、認定と

決しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第４９号から

日程第１６ 議案第５５号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１０ 議

案第４９号から日程第１６ 議案第５５号ま

での計７件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 議案第４９号平成

２６年度三沢市一般会計補正予算の中で、社

会保障・税番号制度にかかわるシステム整備

について反対の立場で討論いたします。

この番号制度とは、国民一人一人に唯一無

二の個人番号を割り当て、行政サービスにお

いて個人番号を利用することで、住民への

サービス向上や行政事務の効率化を図るもの

と定義されております。

そして、国の番号制度導入の趣旨には、番

号制度は、複数の機関に存在する個人の情報

を、その１人の情報であるということの確認

を行うための基盤であり、社会保障・税制度

の効率性、透明性を高め、国民にとって利便

性の高い、公平・公正な社会を実現するため

の社会基盤であるとされていまして、個人番

号の利用は、社会保障・税、災害対策分野な

どの行政分野に限定し、スタートするとあり

ます。

平成２７年１０月から個人番号の通知が始

まり、平成２８年１月から個人番号の利用が

開始されるというスケジュールになっていま

す。

このように、聞こえはいいのですが、この

制度にも問題があると思います。

まず、政府は、番号制のネットワーク構築

に３,０００億円、稼働に年間３００億円を

見込んでいますが、この試算も大まかで、さ

らにかかる可能性も払拭されません。

三沢市としても、費用総額や費用対効果の

見通しもないまま進めていくことになりま

す。

また、スタート時は、社会保障・税、災害

対策分野に限定するとありますが、将来的に

は、行政分野全般への利用の拡大や、民間と

の連携による幅広い活用等において、３年を

めどに検討が開始されることになっていま

す。なおさら個人情報の漏えいのリスクは払

拭できず、電子的ななりすまし、番号が悪用

される危険性が高まります。本人の承諾なし

に捜査機関が情報収集できることにもなって

います。

何より、この巨大なシステムが構想どおり

にできるのかということも不安視されていま

す。要するに、この番号制度の導入の狙い

は、税の徴収を強化すること、社会保障の給

付の削減、抑制のために利用するものではな

いでしょうか。

よって、市民にとって不利益となる番号制

度の整備については反対を表明し、私の討論

を終わります。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。

これより、採決します。

議案第４９号を除く、議案第５０号から議

案第５５号まで６議案は、委員長報告のとお

り決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第５０平成２６年度三沢市国

民健康特別会計補正予算（第３号）、可決。

議案第５１号平成２６年度三沢市食肉処理セ
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ンター特別会計補正予算（第１号）、可決。

議案第５２号平成２６年度三沢市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第１号）、可決。

議案第５３号平成２６年度三沢市下水道事業

特別会計補正予算（第１号）、可決。議案第

５４号平成２６年度三沢市介護保険特別会計

補正予算（第１号）、可決。議案第５５号平

成２６年度三沢市水道事業会計補正予算（第

１号）、可決とそれぞれ決しました。

次に、議案第４９号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、議案第４９号平成２６年度三沢市

一般会計補正予算（第２号）については、可

決と決しました。

─────────────────

◎日程第１７ 議案第５６号から

日程第３３ 議案第７２号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１７ 議

案第５６号から日程第３３ 議案第７２号ま

での計１７件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 議案第５７号から

議案第５９号までの子ども・子育て支援新制

度について、一括して反対の立場で討論いた

します。

子ども・子育て関連三法に基づく子ども・

子育て支援新制度は、これまでの保育所・保

育園の制度を根底から大きく改変する制度で

あり、多くの問題を抱えています。にもかか

わらず、来年４月から実施が予定され、認定

の申請はこの１０月から始まるとされていま

す。そのため、自治体、保護者の混乱が予想

されます。なぜなら、制度内容が大変複雑

で、事務量も多くなっているからです。

また、政府は、消費税１０％の増税分の一

部７,０００億円と、そのほか４,０００億円

を加えた１兆１,０００億円を新制度の財源

とするとしていますが、財源確保のめどが

立っていません。

さらに、延長保育、病児・病後児保育、一

時預かり事業や学童保育事業などの子育て支

援事業として実施計画を立て、実施すること

になっていますが、これらの財源は、国、県

が市町村に一括交付金として交付することに

なっています。

三沢市では、これまでと変わらず事業を維

持し、保護者への負担を抑えるようですが、

それぞれの事業において必要な財源の確保

に、将来的に見ると不安が残ります。

また、自治体が認定の申請と利用申し込み

を同時に行い、利用調整を行うとしています

が、保育所以外の認定こども園などでは、利

用者と事業者の直接契約になります。実費徴

収や上乗せ徴収が認められているため、保育

料以外の負担の問題から保育に格差が生じる

おそれもあります。

そもそもこの新制度は、待機児童解消を口

実に、保育の市場化を目指したものですが、

三沢市では待機児童問題が深刻な状況ではな

いため、さまざまな基準を緩和した受け皿を

ふやしても、保育の質の低下のおそれや、子

供の争奪戦が激しくなるだけで、自治体に

とっても手続や事務量の負担がふえるだけの

ように感じています。

以上の観点から、保育に対する国と自治体

の責任を大幅に後退、縮小させ、保育を営利

化、産業化させる子ども・子育て支援新制度

に対して反対を表明し、私の討論を終わりま

す。
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○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。

これより、採決します。

議案第５７号から議案第５９号までの３議

案を除く、議案第５６号並びに議案第６０号

から議案第７２号までの１４議案は、委員長

報告のとおり決することに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第５６号三沢市福祉事務所設

置条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第６０号三沢市ひとり親家庭

等医療費給付条例及び三沢市重度心身障害者

医療費助成条例の一部を改正する条例の制定

について、可決。議案第６１号三沢市中小企

業振興条例検討委員会条例の制定について、

可決。議案第６２号三沢市漁民研修センター

条例の一部を改正する条例の制定について、

可決。議案第６３号三沢市漁民厚生施設条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第６４号三沢市火災予防条例の一部

を改正する条例の制定について、可決。議案

第６５号屋内ゲートボール場改修事業建築工

事請負契約の締結について、可決。議案第６

６号財産の取得について、可決。議案第６７

号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変

更する協定の締結について（野辺地町）、可

決。議案第６８号定住自立圏の形成に関する

協定の一部を変更する協定の締結について

（七戸町）、可決。議案第６９号定住自立圏

の形成に関する協定の一部を変更する協定の

締結について（六戸町）、可決。議案第７０

号定住自立圏の形成に関する協定の一部を変

更する協定の締結について（横浜町）、可

決。議案第７１号定住自立圏の形成に関する

協定の一部を変更する協定の締結について

（東北町）、可決。議案第７２号定住自立圏

の形成に関する協定の一部を変更する協定の

締結について（六ヶ所村）、可決とそれぞれ

決しました。

次に、議案第５７号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、議案第５７号三沢市特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の制定については、可決

と決しました。

次に、議案第５８号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、議案第５８号三沢市放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の制定については、可決と決しまし

た。

次に、議案第５９号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、議案第５９号三沢市家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の制定については、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第３４ 議員提出議案第９号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３４ 議

員提出議案第９号沖縄の基地負担軽減を図る

ための決議の提出についてを議題とします。

議案は、去る９月１７日、堤喜一郎議員よ

り議員提出議案として提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

１７番堤喜一郎議員の登壇を願います。

○１７番（堤 喜一郎君） 議員提出議案第

９号沖縄の基地負担軽減を図るための決議に

ついて、その提案理由を申し上げます。

国防は、国民の安全な暮らしを確保し、国
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家が存続するための国の責務であり、そのた

めの自衛隊の活動及び日米安全保障条約に基

づく米軍の活動に対して、国民は理解を示

し、ひとしく協力すべきものであるが、現

在、日本国内に所在する米軍基地の約７４％

は沖縄県に所在しており、沖縄県民が過重な

負担を強いられている状況にある。

よって、米軍基地が所在する自治体の議会

として、基地を抱える他の自治体とともに、

さらなる沖縄の基地負担軽減を図るため、提

案するものであります。

議員各位の御賛同を願います。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、お手元に

配付しております決議案を局長に朗読させま

す。

○議会事務局長（繫 範雄君） 朗読いたし

ます。

沖縄の基地負担軽減を図るための決議

国防は、国民の安全な暮らしを確保し、

国家が存続するための国の責務である。そ

のための自衛隊の活動及び日米安全保障条

約に基づく米軍の活動に対して、国民は理

解を示し、等しく協力すべきである。

しかしながら、現在、日本国内に所在す

る米軍基地の約７４％は沖縄県に所在して

おり、沖縄県民が過重な負担を強いられて

いることは全国民周知のところである。

近年の南西方面における国道に関わる問

題や近隣諸国の軍事力強化、活発な軍事活

動など、日本周辺での緊張は増してきてお

り、国防の重要性がより一層クローズアッ

プされてきている。

三沢市は、国内有数の飛行場機能を有す

る米軍三沢基地が所在する自治体として

「基地との共存共栄」を基地行政の基本に

据えてきている。

今まさに、日米間の安全保障による米軍

基地が果たすべき役割を改めて深く認識

し、米軍基地が所在する自治体の議会とし

て、沖縄県の負担軽減を日本全体の問題と

して重く受け止め、我が国の安全保障政策

に寄与するため、ここに、三沢市議会は、

基地を抱える他の自治体と共に更なる沖縄

の基地負担軽減を図るものである。

以上、決議する。

平成２６年９月１９日

青森県三沢市議会

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

次に、質疑を行いますが、通告がありませ

んので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 議員提出議案第９

号沖縄の基地負担軽減を図るための決議の提

出について反対の立場で討論いたします。

沖縄県民の米軍基地による過重な負担につ

いては、全国民が十分に認識していると思い

ます。

さきの大戦において、日本で唯一の地上戦

が行われ、終戦後は、土地の強制接収によ

り、米軍基地建設が進められ、本土復帰後も

基地負担を押しつけられています。その沖縄

県民の方々の苦しみは、当然ながら取り除か

なければならないと思いますし、沖縄県民の

願いでもあると思います。

しかし、今、政府が進める自衛隊と米軍の

一体化、軍備増強、集団的自衛権の行使容認

の閣議決定などから、米軍と一緒に海外で戦

争する国に変容しようとする作為が見え隠れ

する中で、本当に沖縄の基地負担軽減が図ら

れるのかということに対して疑問がありま

す。

海兵隊の普天間基地から辺野古移設につい
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ても、現在の基地よりもさらに機能が強化さ

れる予定となっており、沖縄では、多数の住

民が移設反対の声を上げているにもかかわら

ず、政府は、民意を無視して強行しようとし

ています。

また、三沢基地、岩国のＦＡ－１８戦闘機

の訓練移転を行っても、その後で、嘉手納基

地には、アメリカからＦ－２２戦闘機が飛来

し、訓練が行われたため、相変わらずの騒音

で、とても負担が軽減されたとの実感はない

と地元の議員から聞いております。

このような状況の中で、今、オスプレイの

全国展開が強行されています。岩国基地から

厚木基地を経由して、キャンプ富士に飛来、

また、米軍のオスプレイと自衛隊が購入する

オスプレイ１７機を全て民間の佐賀空港へ配

備する意向が示されています。

戦争できる国づくりのために、全国へ訓練

移転や基地機能強化が進められても、沖縄の

基地負担軽減にはつながらないと思います。

沖縄の基地負担軽減には、無条件撤去しかあ

りません。沖縄の苦しみを全国に広げても、

根本的な解決にはならないと思います。

中国やアジア諸国とは、外交で解決すべき

です。このところ、中国とも歩み寄りが見え

てきています。アメリカは中国と戦争する気

はないと思います。

よって、沖縄の基地負担軽減を口実とし

た、戦争する国づくりのための基地機能強

化、訓練強化はやめるべきです。三沢がそれ

を請け負うことにも反対です。

以上の観点から、反対を表明いたします。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、１６番山

本彌一議員。

○１６番（山本彌一君） 議長のお許しをい

ただきましたので、議員提出議案第９号沖縄

の基地負担軽減を図るための決議に対し、賛

成の立場で討論させていただきます。

国防は、国民の安全な暮らしを確保し、国

家が存続するため、全国民が担うのが基本的

な責務であります。

そのためには、自衛隊の役割及び日本と米

国との同盟のきずなである日米安全保障条約

に基づく米軍の活動に対して、国民は理解を

示し、ひとしく協力すべきであります。

しかし、現在、日本国内に所在する米軍基

地の約７４％は沖縄県に集中的に存在してい

るのが実情であり、沖縄県民が過重な負担を

強いられているのが実態で、全国民周知のと

ころであります。

一方、近年、特に南西方面における日本の

国土にかかわる問題や、近隣諸国の軍事力強

化をはじめ、さらには、活発な軍事活動な

ど、日本周辺での緊張は増してきており、我

が国の国防の重要性がより一層クローズアッ

プされてきています。

こうした動きに対し、米軍基地を抱える山

口県の岩国市議会では、日米安全保障条約に

基づく基地が果たすべき役割の重さを再確認

し、日本の平和と安全の重要性に鑑み、沖縄

県の負担軽減を日本全体の問題として受けと

め、既に６月議会において議決済みでありま

す。

また、これに続き、山口県の周防大島町議

会、そして和木町議会と広島県大竹市議会で

は、この９月議会で議決を予定しておりま

す。そのほかには、宮崎県の新田原基地のあ

る新富町議会をはじめ、島根県の境港市議会

や千葉県の木更津市議会、そして石川県の小

松市議会など、沖縄の負担軽減の議決を予定

しているところであります。

我が三沢市は、米軍基地とともに発展して

今日に至っております。本市は国内有数の飛

行場機能を有する米軍基地が所在することか

ら、基地との共存共栄を基地行政の基本に据

えてきているところであります。

したがいまして、日米安全保障条約による

三沢米軍基地が果たすべき役割を改めて深く

認識をし、米軍基地が所在する自治体の議会

として、沖縄県の負担軽減を日本全体の問題

として……。

○議長（小比類巻雅彦君） 山本議員に申し

上げます。

所定の時間を超過いたしておりますので、
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討論を終了してください。

○１６番（山本彌一君） 重く受けとめ、同

じ基地を抱える他の自治体とともに、さらな

る沖縄の基地負担軽減を国に対し……。

○議長（小比類巻雅彦君） 山本議員に申し

上げます。

先ほども注意いたしましたが、所定の時間

を超過されましたので、直ちに討論を終了し

てください。

○１６番（山本彌一君） 働きかけることが

重要であり、よって、以上のことから、議員

提出議案第９号沖縄の基地負担軽減を図るた

めの……。

○議長（小比類巻雅彦君） 山本議員、討論

をやめてください。

○１６番（山本彌一君） 決議に賛成するも

のであります。

以上で、私の賛成討論を終わります。（発

言する者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ８番太田博之議

員。

○８番（太田博之君） それでは、議員提出

議案第９号に対して反対討論を行います。

沖縄県民が過重な負担を担っていることを

思うとき、沖縄の基地負担軽減は、国民全体

の問題として重く受けとめるべきであります

し、基地の所在する自治体の住民として、我

が三沢市民も、皆さんも十分理解するものと

思います。

国防に関して言えば、三沢市においても、

米軍、自衛隊が共同使用する基地が所在し、

合わせて１００機以上の航空機が配備され、

日々上空を飛行しております。地域住民は、

騒音問題等の基地所在に起因する各種弊害を

抱えながらも、安全対策と国防の重要性を深

く認識するがゆえに、基地の所在を容認して

おります。

これまでの米軍再編に伴う訓練移転に関し

ましては、三沢市では、個別の事案ごとに住

民意見を拝聴し、市議会基地対策特別委員会

等でも審議し、熟慮に熟慮を重ねて、苦渋の

決断を行ってきております。

このことにより、沖縄の基地負担を軽減す

べきとする基本的な認識は既に対外的に表明

されております。

今後とも、沖縄の基地負担軽減に関しての

三沢基地の態様の変化に対しましては、個別

の事案ごとに、そのことによる市民生活への

影響や、市民の皆さんの意見を慎重かつ的確

に把握していくことが肝要と考えるものであ

ります。

このことから、このたび提出された沖縄の

基地負担軽減を図ることに対しまして、市議

会として包括的な受け入れ決議をすることは

避けるべきと思うのであります。

最後になりましたが、本提出議案の提案理

由にある「現在、日本国内に所在する米軍基

地の７４％は沖縄に所在しており」のくだり

でありますが、そのことについて、自由民主

党のひげの隊長で有名な佐藤正久参議院議員

で元防衛大臣政務官が、フェイスブック上で

投稿した内容の原文をここで紹介したいと思

います。

国土面積０.６%の沖縄に在日米軍全体の施

設面積の約７４％が集中、これは毎日朝刊の

社説の一節だ。よく言われるが、これは事実

ではない。約７４％は米軍専用施設の割合で

あって、その分母に岩国や三沢、佐世保、横

田、横須賀等の自衛隊との共用米軍施設は

入っていない。共用施設を入れると在沖縄米

施設は約２３％。例えば、三沢の米軍基地は

広大ですが、そのうち自衛隊の使用部分は約

３%にすぎない。その三沢基地は共有施設の

ため、７４%の分母には含まれません。

沖縄の基地負担軽減は実行しないといけま

せんが、過度な誇張はすべきではないと思い

ますと投稿されています。

三沢市民の皆様にも、このような事実をこ

の機会にご理解をいただきたいと思います。

いずれにいたしましても、基地問題に関し

ましては、今後とも、これまで同様、市と市

議会が一体となって、市民との対話を第一義

にし、対応していかなければなりません。

以上で、本議員提出議案に関しまして反対
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を表明し、反対討論を終わります。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。

これより、採決します。

議員提出議案第９号について、原案のとお

り決することに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立少数です。

よって、議員提出議案第９号沖縄の基地負

担軽減を図るための決議の提出については、

否決と決しました。

─────────────────

◎日程第３５ 議員提出議案第１０

号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３５ 議

員提出議案第１０号三沢市議会会議規則の一

部を改正する規則の制定についてを議題とし

ます。

提案理由の説明を願います。

１５番馬場騎一議員の登壇を願います。

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第１

０号について、その提案理由を御説明申し上

げます。

一般質問の方式に、一括質問一括答弁方式

のほかに一問一答方式を加えるため、三沢市

議会会議規則の一部を改正する規則について

提案するものであります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

いたします。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１０号は、原案のとおり決

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第１０号三沢市議会

会議規則の一部を改正する規則の制定につい

ては、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第３６ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３６ 基

地対策特別委員会中間報告を議題とします。

舩見亮悦委員長。

○１番（舩見亮悦君） 基地対策特別委員会

の中間報告をいたします。

本委員会において審査中の事件について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告をいたします。

本委員会は、去る６月１８日、会議を開催

し、決定した基地周辺対策の要望１１項目に

ついて、副市長をはじめ執行部とともに、議

長及び当委員会全員で、国に対して要望行動

を実施いたしました。

この要望行動は、７月２４日に東北防衛

局、総務省を訪れ、本市の実情と要望項目の

早期実現を強く訴えたほか、県選出国会議員

にも同様に要望書を提出したところでありま

す。

また、翌２５日には、防衛省を現在の江藤

聡智防衛大臣とともに訪れ、要望項目の早期

実現、特に三沢飛行場第二滑走路の早期着工

について強く訴え、要望書を提出してまいり

ました。

８月２７日には、正副委員長及び議長で、

東北防衛局に対して住宅防音工事予算確保の

要望を行い、そのことを９月９日に、地元関

係団体に対して説明をいたしました。

これらの要望に対し、国からは、即座に明

確な回答は得られなかったものの、当委員会
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としては、重要な項目を精査し、引き続き要

望行動を実施したいと考えており、今後も三

沢市民の生活安定向上のために、誠心誠意、

粘り強く活動してまいりたいと考えておりま

す。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３７ 三沢駅周辺地域等活

性化対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３７ 三

沢駅周辺地域等活性化対策特別委員会中間報

告を議題とします。

西村盛男委員長。

○１１番（西村盛男君） 本委員会において

審査中の事件について、三沢市議会会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

させていただきます。

本委員会は、三沢駅周辺整備事業の整備促

進とあわせ、市内外へのアクセス向上をはじ

めとした交通体系強化を図ることにより、市

民生活のさらなる利便性向上や観光政策の活

性化を図ることを目的として、先般、平成２

６年第２回定例会において設置され、去る７

月１４日及び９月５日の２回にわたり、三沢

駅周辺整備事業の概要や三沢駅周辺等におけ

る道路整備計画、今後の活動方針、三沢駅周

辺及び周辺道路の現地調査等を実施いたしま

した。

このうち、三沢駅周辺整備事業につきまし

ては、現在、基本設計を実施しており、本年

度末に完成する予定とのことであります。

このため、各委員からの意見として、三沢

らしいデザインを取り入れてほしい、学生が

利用しやすいような図書スペースや子育て支

援施設を設けてほしい、三沢市のＰＲとなる

観光案内所を設けてほしいなど、意見が出さ

れ、執行部としても、現在実施している基本

設計に当たって、このような意見を参考に検

討しつつ平成３０年度までの完成を目指して

取り組んでまいりたいとの説明がありまし

た。

また、既に策定済みの市民アンケートに基

づく基本構想の中にない案件ではあるもの

の、米軍引き込み線の跡地利用や歴史資料館

的な集客力のある公共施設の整備について、

委員から意見が出され、執行部としては、基

本構想や整備区域から外れていることから、

現在実施している事業とは別に検討していき

たとの説明がありました。

次に、三沢駅周辺の道路整備やアクセス道

の整備等については、現在工事中である都市

計画道路中央町金谷線や春日台十和田線につ

いて、現地調査も含め、工事進捗状況等の説

明があり、平成２８年度の完成を目指し、実

施しているとの説明がありました。

また、各委員から上北自動車道の供用開始

に伴う県道三沢七戸線の整備については、第

２みちのく有料道路の六戸出入り口から青森

方面への接続及び下田本線料金所へのＥＴＣ

設置などについて、県に対して要望していく

考えがあるのかという意見が出され、執行部

からは、県道三沢七戸線については、現在、

第１工区として三沢市消防署古間木出張所ま

でを、第２工区として兆屋付近までの拡張工

事が計画されていることについて説明があ

り、第２みちのく有料道路の六戸出入り口か

ら青森方向への接続については、先般工事が
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完了したばかりの案件であることや、道路の

管理者が国と県で異なることなどの理由によ

り、現状では整備が難しい状況にあることか

ら、今後の交通量や利用希望調査等を実施し

ながら、国、県への要望について検討した

い。また、下田本線料金所におけるＥＴＣの

設置につきましては、今後、関係機関からの

情報収集を図り、要望行動をしていくことに

ついて検討していきたいなどの説明がござい

ました。

当委員会といたしましては、このような状

況を踏まえ、設置目的である市民生活のさら

なる利便性の向上や観光政策の活性化が図ら

れるよう、三沢駅周辺地域の活性化にかかわ

る活動に取り組んでまいりたいと考えており

ます。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、三沢駅周辺地域等活性化対策

特別委員会の中間報告とさせていただきま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、三沢駅周辺地域等活性化対策特別

委員会については、引き続き閉会中の継続審

査とします。

─────────────────

◎日程第３８ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３８ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

鈴木重正委員長。

○７番（鈴木重正君） 去る９月１０日に開

催いたしました総務文教常任委員会所管事務

調査の内容につきまして御報告申し上げま

す。

今回は、上十三・十和田湖広域定住自立圏

についてと、不登校児童生徒の現状について

の２件を調査いたしました。

まず、１件目の上十三・十和田湖広域定住

自立圏についてであります。

執行部の説明によりますと、本定住自立圏

は、県域内の人口定住促進を目的とし、上十

三地域９市町村と秋田県小坂町との１０市町

村での協定締結により形成され、平成２５年

３月に、定住自立圏の実施計画である共生ビ

ジョンを策定し、生活機能の強化、結びつき

やネットワークの強化、圏域マネジメント能

力の強化という三つの観点から、各種事業を

実施しているとのことであります。

三沢市が関係する事業としては、図書館相

互利用促進事業やあおもりアートぐれっとパ

ス事業、職員研修交流事業など１９事業が実

施されており、公共施設の相互利用促進事業

や職員人事交流事業など５事業について、実

施に向けて協議が進められているほか、新規

事業といたしまして、十和田市と当市の消費

生活センターを広域利用できる取り組みを進

めていく計画であるなどの説明がありまし

た。

委員からは、国際色豊かな当市の特色を生

かした取り組みや、防災体制、観光振興推進

に係る取り組みなど、当市が主体的に取り組

んでいってほしい等の意見が出されました。

次に、不登校児童生徒の現状についてであ

ります。

教育委員会の説明によりますと、平成２５

年度の市内不登校児童生徒数は、小学生は１

２人で、児童生徒１００人当たりの不登校児

童生徒数を示す不登校出現率では０.４８

％、中学生は４５人で、３.４４％となって

おり、いずれも県・全国平均の出現率を上

回っているとのことでありました。

このような状況から、教育委員会として
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は、これまでに行っている各学校における対

応、教育相談室や適応指導教室の設置、心の

相談員などの活用のほかに、教職員の研修等

により、ケースごとの対応策を検討すること

や、教育委員会刊行の冊子、学校教育指導の

方針と重点に、不登校の理解と対応という項

目を加えて、不登校児童生徒への対応や相談

に活用するなど、さらなる対応に取り組んで

いく考えが示されました。

以上、２件について調査いたしましたが、

人口減少、少子高齢化が進展する今日にあっ

て、地方圏の人口定住促進は喫緊の課題であ

り、また、不登校についても、子供たちの将

来への影響が懸念される大きな問題であるこ

とから、当委員会といたしましては、今回の

調査を踏まえて、今後も状況を注視し、必要

に応じて意見、提言をさせていただきたいと

考えております。

以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３９ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３９ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

加澤明委員長。

○３番（加澤 明君） 先般、８月２６日に

行いました産業建設常任委員会の所管事務調

査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回は、建設部の所管する事務事業で、古

間木団地建てかえ事業についてと、経済部の

所管事務で、中心市街地活性化基本計画フォ

ローアップ報告について、県道１０号三沢十

和田線のアーケードの撤去についての３件を

調査いたしました。

はじめに、古間木団地建てかえ事業につい

てでありますが、当該事業の概要について執

行部から説明があり、総事業費は約１３億

８,０００万円で、３工区に分けて、住宅１

４棟６５戸と集会所を整備し、平成２７年度

から建築工事を開始し、平成３０年度には工

事完了となるとのことでありました。

また、建築単価が高いとの指摘があったこ

とから、労務費や資材費等の変動が予想され

るが、十分に精査し、工事を進めていくとの

ことでありました。

委員からは、工事発注の際は、工事内容ご

とに市内業者が受注できるような発注形態に

してほしいとの要望が出されました。

次に、中心市街地活性化基本計画フォロー

アップ報告についてでありますが、執行部の

説明では、目標に挙げていた休日歩行者歩行

量や年間小売業販売額、中心市街地移住人口

の三つの指標を全て達成できなかったもの

の、スカイプラザミサワ周辺の歩行者歩行量

が増加傾向にあることから、今後において

は、まちづくり団体や地域住民とともに、当

市の特色を生かした魅力ある事業を展開し、

にぎわい創出に係る施策を展開していくとの

ことでありました。

最後に、県道１０号三沢十和田線アーケー

ドの撤去についてでありますが、執行部の説

明では、当該地区のアーケードは老朽化が進

み、商業灯が漏電により停電してしまうなど

のふぐあいが多くなってきていることから、

地元商店街と経済産業省の補助事業を活用し

ての撤去に向けた協議を重ねたところ、意見

がまとまったことから、商店会等が事業採択

に向けた申請を８月に行ったとのことであり

ました。

委員からは、撤去後の設備や各店舗の取り

扱い等の問題もあることから、地元商店街と

の信頼関係をしっかりと築いた上で、事業を

進めていただきたいとの意見が出されまし

た。
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今回、調査した三つの案件は、定住化促

進、中心市街地の活性化といった、当市が抱

える重要な案件であります。当委員会としま

しては、今後も引き続きその動向を注視し、

必要に応じて調査、助言をしてまいりたいと

考えております。

以上、産業建設常任委員会の所管事務調査

報告とさせていただきます。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第４０ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４０ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

太田博之委員長。

○８番（太田博之君） 去る７月３０日に開

催いたしました民生常任委員会所管事務調査

の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、消防団に配備した消防庁

無償貸付車両及び資機材の借り受け経緯及び

概要について、さらに、上十三地域消防指令

業務共同運用に係る施設整備事業の進捗状況

につきまして、所管事務調査を行いました。

執行部からは、消防庁において、東日本大

震災を踏まえた大規模災害時における消防団

活動のあり方等に関する検討会の報告を受け

て、消防団の大規模災害時の対応能力向上を

目的とし、車両及び資機材の整備を行い、市

町村へ無償貸し付けを行うこととしたもので

あります。

貸し付けの条件は、貸し付けを受けた車両

及び資機材を用いた訓練を実施すること。さ

らには、沿岸部を有する市町村にあっては、

津波災害時の消防団活動安全管理マニュアル

を整備していることとされておりますが、当

市においては、平成２４年７月に安全確保対

策を策定し、条件を満たしていることから、

消防庁に対して要望書を提出し、ことし３月

に配備されたとの説明がなされました。

委員からは、現在の消防団員の現状及び今

回配備されたボート船外機は、消防団員が操

作を行うのかとの質問に対して、執行部から

は、消防団員の定数は３２０名で、地域差は

あるものの、定数１００％を満たしている。

また、ボート等を用いる海上での災害、水難

事故では、消防団員は後方支援での活動を考

えている旨の説明がありました。

次に、上十三地域消防指令業務共同運用に

係る施設整備事業の進捗状況について説明が

あり、高機能消防指令施設整備工事及び消防

救急デジタル無線整備設置工事と、それに伴

う管理業務委託の契約締結がなされ、当初見

込んでいた金額を下回ったことから、三沢市

の負担金額も少なくなったことが説明をされ

ました。

委員からは、契約締結により、三沢市の既

存機器との整合性を問う質問に対して、執行

部からは、既存機器とは同じメーカーである

ことから、影響は出ないとの説明がなされま

した。

本委員会としては、市民の生活の向上、安

心安全な暮らしの確保を第一に、今後とも随

時調査を行い、意見、提言してまいりたいと

考えております。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第４１ 議員の派遣について

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４１ 議

員の派遣についてを議題とします。
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詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１６０条の規定により、別紙のとおり議

員を派遣することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、特に市

長より発言の申し出がありますので、この

際、発言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２６年三沢市議

会第３回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。

今定例会は、去る９月８日に開会され、本

日まで１２日間にわたりまして、平成２５年

度三沢市一般会計及び特別会計並びに企業会

計の決算認定をはじめ、平成２６年度各会計

の補正予算のほか、行政運営上必要な条例の

制定等、３３の案件について慎重なる御審議

を賜り、それぞれ原案どおり御議決、御認定

を賜りまして、衷心より感謝申し上げます。

御議決を賜りました各議案の執行に当たり

ましては、御審議の過程におきまして議員各

位から賜りました御意見、御提言等を十分尊

重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注

してまいりますので、何とぞ一層の御支援、

御協力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶

とさせていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） これをもって、

平成２６年三沢市議会第３回定例会を閉会し

ます。

午前１１時２０分 閉会
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